
平成２７年度 第２回人権教育ミドルリーダー育成講座実施報告
人権・地域教育課

１ 期日等 平成２７年７月２８日（火） 奈良県人権センター
２ 参加者 受講者１６名 奈良県都市人権教育担当指導主事１名 人権教育指導委員３名
３ 日 程 ９：００～ ９：１０ 開会（趣旨・日程説明）

９：１０～１０：００ 講義１「人権教育の動向と課題」
１０：００～１０：５０ アクティビティ１
１１：００～１２：００ 講義２「人権の本質と特徴」
１３：００～１３：３０ アクティビティ２
１３：３０～１４：１０ 講義３「人権教育の基礎理論」
１４：２０～１５：００ アクティビティ３
１５：００～１５：３０ まとめと質疑応答
１５：３０～１６：００ 意見交換

４ 講 師 筑波大学名誉教授
人権教育啓発推進センター上級特別研究員 福田 弘さん

５ 内容（概要）
講義１「人権教育の動向と課題」
・世界における人権擁護の起点は、１９４５年国際連合の設立、世界人権宣言の採択である。
その後、ユネスコにより国際教育、平和教育、人権教育が推進された。日本においては、
１９４６年日本国憲法の制定、１９４７年教育基本法の成立が起点となった。２０数年来、
国内外において人権教育が推進されてきたが、現在は「人権教育のための世界計画第３フ
ェーズ」が進行中である。今日なお多く残存する人権課題を解決するため、人権及び人権
教育に関する深い知識・理解に基づく効果的な人権教育の継続的推進が求められている。

講義２「人権の本質と特徴」
・人権とは、すべての人が平等に普遍的に永遠に持っている諸権利（rights）である。人間
が尊厳のある生活をするために必要となる基礎的な基準となるものである。誰であれ人権
を主張する者は、他者の権利を尊重する責任、権利を侵害されたり拒否されたりした人々
を保護し支援する責任がある。私たち教員は、人権の本質を吟味し、正確な知識を身に付
けて伝えていくことが大切である。

講義３「人権教育の基礎理論」
・人権実現のために必要な知識、価値・態度及び諸技能は、学習者が主体的に関与し、参加
し、経験することを通してはじめて身に付く。体験的な学習（間接、追体験も含む）を基
礎に、話し合い、反省し、一般化し、学習内容の適用（自己変革）にまでつながるプロセ
スを経る学習を通して、はじめて学習効果が期待される。

アクティビティ１「Wants and needs（自分が欲しいもの・必要なもの）」
・自分にとって重要性・必要性の高い欲しいもの・こと・状況を出し合う中で、人が人間ら
しく生きていく上で必要なもの・こと・状況は何かを話し合い、「人権とは何か」という
本質に迫っていく。「世界人権宣言」に書かれている権利と照らし合わせることから、人
権を身近なものとして感じることにもつなげられる。

アクティビティ２「PANCHO（パンショ）の絵」
・現代社会における人権問題が描かれた２０枚の絵から、自分に一番アピールするものを１
枚選び、その絵が自分に語ることや選んだ理由、人権との関連等、読み取ったことを順次
説明する。それぞれの絵の中にある問題について、一人では気付かなかったことに気付く
とともに、社会の中の人権問題に目を向け、見抜く力を培う大
切さを学んだ。

アクティビティ３「一歩前へ進め」
・それぞれの「役割カード」に書かれた人物になりきり、読み上
げられた「様々な状況」を聞き、自分の想像している人物に当
てはまると思う時だけ一歩前へ進む。その人物の立場に立って
考える体験を通して、社会における機会の不平等についての意
識を高め、その解決に向けて自分は何ができるかについて考え
を深めた。

５ 受講者の感想等
・講義やアクティビティを通して、人権感覚を見直したり、主体的に人権について考えたり
することができ、意義ある学習ができた。

・アクティビティでは、福田先生が繰り返された「どんな意見も正解・不正解はない」とい
う言葉は、受講者（児童・生徒）が安心してグループワークに臨むことができると感じた。

・教えていただいたアクティビティを職員研修や指導にいかしていきたいと思う。


